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            古 田 純 也 

            古 都 宣 裕 
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            澤 谷 淳 子 

            立 崎 聡 一 

深 津 晴 江 

            松 浦 敏 司 

            山 田 庫司郎 
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事 務 局 長    岩 尾 弘 敏 

次 長    石 井 公 晶 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00分開会 

○永本浩子委員長 ただいまから、文教民生委員会

を開会いたします。 

本日の委員会ですが、所管事務調査であります。 

それでは、本日はいじめ防止対策に関する政策提

言について、具体的な協議を皆さんとしていきたい

と思います。 

皆さん、御手元に議会事務局のほうで作っていた

だきました資料があるかと思います。 

皆さんから挙げていただきました、今回の提言に

内容として盛り込んでいただきたいものを、具体的

に挙げていただいたものを、同じような内容のもの

を、こういった形でまとめてくれましたので、資料

を基にして今日は話を進めたいと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

一応、大きくいじめ予防策といじめ対応策の行政

側、いじめ対応策の学校、教育委員会側でいじめ対

策全体という形で大きなくくりでまとめさせていた

だいておりますが、そういった内容で説明させてい

ただきたいと思います。 

最初に、予防策ということで大きく分けて４つの

点が挙げられております。 

初めに２人以上の意見があるところからちょっと

協議をしていきたいと思うのですけれども。 

最初、いじめ予防事業の実施、小学１年生から中

学３年生まで年間３時間ということを私としては挙

げさせていただきまして、金兵委員のほうからも事

業を活用したいじめに関する子供たちへの教育とい

うことが挙げられております。この項目について、

皆さん政策提言のほうにどのように反映したらいい

のか、御意見がありましたら聞かせていただきたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

まず、意見を挙げていただいた金兵委員、いかが

ですか。 

○金兵智則委員 いじめに関する子供たちの教育と

いう中身についてはどのようなものになるかわから

ないですけれども、やっぱりいじめはいけないもの

だというのは皆さんよくわかっているとは思うので

すけれども、それがどういけなくてどうなのかとい

うことをやっぱり認識してもらうためには、子供た

ちに意識づけで、いじめられているという声を出せ

る、簡単にという言い方が正しいかどうかわからな

いですけれども、あげられるというのは、やっぱり

こういう事業の中からの学びから気づいていく部分

もあるのかなというふうに思いましたので、これを

挙げさせてもらいました。 

こういうことは、やっぱり網走市でもやっていか

なければいけないのではないかなということで、こ

れは吹田市でしたかね、吹田市がやっていたと思う

のですけれども、そういうことを参考にさせてもら

いながら提言していくべきかなと思って挙げさせて

いただきました。 

令和６年 網走市議会 

文 教 民 生 委 員 会 会 議 録  

令和６年１月 22日（月曜日） 

 



- 2 -  

○永本浩子委員長 そのほかにいかがでしょうか。 

○古都宣裕委員 これに関してはワークブックのほ

うも後ほど出てくるのですけれども、これも併せて

授業としてやっていくものなのかなというふうに私

は感じていまして、せっかくこういったものを先端

のというか発達科学研究所というところがつくっ

て、ノウハウを持っている中で、ある程度の効果と

いうのが視察の中でも認められてきているので、そ

ういった部分も併せて導入の方向を考えた上で、し

っかりと情操教育のところで取り組んでいくべき課

題なのではないかなと思います。 

○金兵智則委員 であるなら、やっぱり授業とワー

クブックというのは、一緒の項目でみたいな形で一

つの提言にまとめるという流れにしていったらいい

のではないかなというふうに思います。 

○永本浩子委員長 そうですね、私も事業とワーク

ブックのほうも挙げさせていただいたのですけれど

も、事業の基本になるものがこのワークブックもあ

りますし、子供の科学発達研究所との連携というと

ころもやっぱり、古田委員、里見委員のほうからも

出ておりますので、こういったところをきちんと連

携取りながら、子供たちの中からいじめに対する正

しい考え方で正しい行動ができるというものをやっ

ぱり育てていくということはとても大事なことなの

ではないかなと私も考えております。ぜひこういっ

たところを入れていきたいかなと思いますけれど

も、どうでしょうか、ほかの委員の皆さん。 

○古田純也委員 私は大きな大枠として、この子供

の発達科学研究所とのやっぱり連携をするというと

ころを決めてから、具体的に細かい部分というのを

話し合っていくべきではないかなというふうには感

じております。 

○村椿敏章委員 皆さんが話していられるように、

子供たちにいじめ、これがいじめに当たる、当たら

ないというか、そういうことについては、はっきり

認識してもらうためにはこういうことは必要だとは

思うのですけれども。 

要は、どのような形で、どういう授業の中でやっ

ていくかというところもあるのだと思うのです。一

般的には道徳の時間等でこういうことをすると思う

のですけれども、その中ではきっと人権、今までも

人権の問題については当然あると思いますが、その

人権の問題と絡めてこういう授業を進めていくとい

うのは必要だと私も思ってはいます。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

○里見哲也委員 私のこの資料の中の表記のところ

では、いじめ予防策のところの③、いじめ予防授業

というのがまさしくこのワークブックのことだった

のですけれども、やっぱり事業の中で、資料がある

中でこの間やったよねというようなことが、子供さ

んにもこの間聞いたよなとかというような、そうい

う立てつけは必要だと思うのですよね。だから、具

体的な資料を基に事業をやることで、それで抑止力

になるということにつながると考えるので、ぜひ子

供の科学研究所のこういう資料を使った授業を取り

入れるべきだというふうに考えます。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

栗田委員はいかがでしょうか。 

○栗田政男委員 皆さんのおっしゃる通りだと思い

ますし、必要なことはなるべくやっていくべきなの

で、ここは異論はないです。 

○永本浩子委員長 それでは、この件に関しては、

子供の発達科学研究所と連携して、ワークブックも

導入し、そしていじめ予防授業をぜひやっていただ

きたいということを提言に入れるということでよろ

しいですか。 

○古都宣裕委員 まず、子供の発達科学研究所との

連携が前提でという話ではなくて、この授業として

取り組むということを前提とした上で、その中の話

の中で、中の文言というのはこれから詰めていくと

思うのですけれども、その上で今のところ私たちが

知っているのは、見てきた子供の発達科学研究所と

いうところが第一としてやっていると、ほかにやっ

ている可能性もゼロとかではないので、そうした部

分もちゃんと考慮した上で、まずこの授業で取り組

みましょうというところを、委員会として今総意で

決めた上で、その中身については今後協議会なり、

何なりで詰めていく中で、ここがいいよねというと

ころとか、ここしかなかったよねとかという中で、

子供の発達科学研究所というのが出てくるのであれ

ばいいんですけれども、子供の発達科学研究所あり

きというような提言ではないほうが、私はいいのか

なとは思います、今のところ。 

○永本浩子委員長 はい、わかりました。 

いかがですか、皆さん、そういった方向性でよろ

しいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、まず、いじめ予防授業をぜひ取り組んでい

ただきたいということで、具体例としてはこういっ

たところもある、またほかにもあるかもしれないの
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で、そういった力とも連携しながらぜひ取り組んで

いただきたいということで、そして小学１年生から

中学３年生までということで、私としては出させて

いただいたのですけれども、この授業の取組期間に

関しては何か御意見ありますか。 

○古都宣裕委員 できたらなのですけれども、その

細かいところというのは、これから内容をどういう

提言にしていくかという、まとめるときにその辺は

また委員会で改めて話して、今日はいろいろな項目

がたくさん出ていますので、その中で合意形成が図

れる部分をピックアップしていくような形であった

ほうが効率的かなと思うのですけれども、いかがで

しょう。 

○永本浩子委員長 わかりました。じゃあ、この授

業の期間に関しては、皆さんもちょっと考えていた

だくということで。 

それでは、まず、このいじめ予防授業に関しては

提言の中に入れていくということで、一つ決めてい

きたいと思います。 

次に、この教職員研修の実施ということで、いじ

め予防リーダーという存在をつくりながら、教職員

のほうの研修もぜひやっていただきたいと、私とし

ては思って入れましたけれども、この件に関しては

古都委員のほうからも意見が出ていますので、ぜひ

お願いいたします。 

○古都宣裕委員 私のほうとしても、生徒が理解し

ているのと同時に、やはり視察で見てきた中で、教

職員それぞれのいじめを見つける感度というものを

しっかりと上げていく必要があるという話がありま

した。その中で、やっぱり教職員皆さんのそれぞれ

のそういったスキルアップを図っていただくこと

で、予防につながっている部分もあるのではないか

なと感じたので、ぜひ取り組んでいただきたいなと

私は思って、ここの項目に挙げさせていただきまし

た。そのプログラムについてはなかなか難しいとこ

ろもあるかもしれないのですけれども、向こうの方

が教えに来ること自体は、そういった事例がないわ

けではないので、不可能ではないという話だったの

で、そういった今回見た吹田市だけではなくていろ

いろなところも検討しながら、そういった部分で講

習等をやって、網走市としてしっかりとした取組が

できるよう、また教職員のレベルアップを図ってい

ただければなと思います。 

○永本浩子委員長 里見委員も書かれていますけれ

ども、いかがですか。 

○里見哲也委員 全市的に平均的、同じ取扱いがで

きるようにするためには、やはり教職員の研修が必

要だと思います。こっちの学校ではこれでよかった

けれども、こっちの学校ではこれでは駄目というこ

とにならないためにも、やはり古都委員の資料のと

ころにも書いてありますけれども、既に受けている

経過もあるようですけれど、やはり改めて、先生方

も変わるので、転勤で。先生方の研修は実施すべき

だというふうに考えます。 

○永本浩子委員長 ほかの委員の皆様、いかがでし

ょうか。 

○金兵智則委員 私自身もいじめ対応策のほうに分

類もされているのですけれども、いじめ問題に対応

するための教職員、管理職の研修というのはもちろ

ん必要なのだと思います。最低限の、スタンダード

という言い方が正しいのかどうかわからないですけ

れども、個々人の問題ですので、やり方はその子に

合ったという対応もあるのかもしれないですけれど

も、その基になっている部分は、皆さん共通の認識

をしていなければいけないということだと思います

ので、僕も必要だとは思っています。 

○村椿敏章委員 要は、先生方に研修を受けていた

だいて、先ほど言われたように、皆さん対応がある

程度レベルアップできるようにするというところだ

と思うのですが、私も３ページ目のところで、３ペ

ージ目の一番上のところで、いじめへの対応を絶対

に後回しにしない、命最優先の原則というところ

と、それからささいなことでも様子見せずに対応す

るため、教職員、保護者の情報共有を重視するとい

う部分も含めて、学校の先生の対応を早くすること

の意味も含めて、こういうことはやっていっていい

と思います。 

○永本浩子委員長 ほかにはいかがですか。 

○古田純也委員 私もやっぱりいろいろな時代の変

化とともに、いろいろな対応も必要になってくると

思いますので、先生方のスキルアップはやっぱり重

要だと思います。 実施すべきだと。 

○永本浩子委員長 ほかにはいかがでしょうか。 

○金兵智則委員 多分、この研修の流れでいじめの

予防リーダーという教員の設置という流れに多分な

っていくと思うので、そこは抱き合わせで書くの

か、別で書くのかはあれですけれども、そういう流

れを確保しておくという意味ではやっぱ必要なので

はないかなというふうに思います。 

○永本浩子委員長 そうですね、私も教職員の方た
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ちが、自分の担任しているクラスとか、いじめとい

う実態にあったときにどう対処したらいいのかとい

うのが、やはりこういう研修を受けているとやっぱ

り自信を持って対応できる。そして、先生によって

対応がまちまちとかということではなく、やっぱり

皆さんがスキルアップしながらいろいろな角度であ

のいじめを解決する方向にやっぱり持っていく、そ

の力をつけていっていただけるということは、子供

たちにとっても大変重要なことではないかなと。そ

してまた、このいじめ予防リーダーという方を教職

員の中から出していくことによって、教えてもらう

だけではなく、自分たちの中でも研究もしながら、

自分のものにしていくという、こういう流れができ

るといいのではないかなと思っております。 

栗田さんはよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、この項目も入れさせていただくという

ことでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

あと、ここの中で、学校風、土いじめ調査の実施

で、学校風土の可視化ということを私も入れさせて

いただいて、里見委員も学校風土、いじめの調査と

いうことを入れていただいておりますけれども、里

見委員、御意見を。 

○里見哲也委員 吹田市の資料の中に学校風土、い

じめ調査というのがありました。具体的にはイメー

ジとしてになっちゃうのですけれども、数値化する

ような、さっき出た話の学校の標準化と近いかと思

うのですけれども、こういうものが、ここの学校に

はまかり通っているけれども、極端に言うとこっち

ではまかり通っていないというような、ある程度定

点観測というような感覚ですけれども、そこから見

るとここはちょっとまずいよねとかというふうなこ

とをやっぱり１回やったほうがいいと思うので、そ

れで、風土ということは自分たちが気づいていない

可能性があるのですね。この学校ではこれが当たり

前みたいにということがもしあると、さっきの伝統

的なスタンダードみたいなところとすでにスタート

からずれちゃうので、 やはり一度調査ができる、

数値化なのかわかるように可視化されるのであれ

ば、それはやったほうがいいというふうに思ってい

ます。 

○古都宣裕委員 いじめを土壌とするような風土が

あるのはまずいとは思うのですけれども、学校それ

ぞれがいろいろな校風があった中で、それを可視化

して、基準化して、その良し悪しを判断するのは一

体誰なのかという、僕、それがすごく難しいのでは

ないのかなと思うのですけれども、果たして本当に

そんなことができるのかなって。学校風土で、今回

いじめのやつでの提言の委員会ですけれども、それ

を調査するというのはわかるのですけれども、その

風土自体が一体どういうところを見て誰がどのよう

な評価をするのかというのは、とても僕は難しく

て、ちょっと、うーん、なんかこう、やりようがな

いのではないかなと思うのですけれども、僕はこの

辺がちょっとそういうイメージがつかないというの

が正直。 

○永本浩子委員長 今の古都委員の件なのですけれ

ども、あの科学的根拠に基づく学校風土いじめ調査

というのを、やはりこの子供の発達科学研究所とい

うところが基本になるものをつくっていまして、そ

れを基にしてやっているものなのですけれども、そ

の辺のところ、やっぱり人の感情とかで、ここの学

校はこうだとか、こっちはこうだというのではな

く、子供の発達科学研究所が出しているこの基準に

基づいたものということなので、私もいいかなと思

ったのですけれども、この辺のところ、もう少し研

究してみる必要があるということですかね。 

○金兵智則委員 子供の発達科学研究所でしたっ

け、が出しているものというのは、多分、科学的根

拠、エビデンスのあるものなんだと思うので、それ

をやる分には、僕も悪くないというか、それを提言

に入れるであればいいんですけれども、でもそれっ

てすごくピンポイントで、子供の発達科学研究所で

したっけ、の名前をもうその提言書の中に入れ込ま

なければいけないような提言書になってしまわない

かなと。いや、いいんですよ。それで、そのやつを

やれという提言を出すならいいですけれども、例え

ば科学的根拠に基づくというところが違う捉え方を

されたときに、科学的、例えば教育委員会が独自の

科学的根拠がありますよみたいな調査をされたとき

には、僕、逆効果になるのではないかなと。それこ

そ古都委員が言っていた話もそうですし、いじめの

数が増えて出たら駄目みたいな昔の風土に戻ってし

まわないかなという。それだって科学的根拠だって

言い張られれば、教育委員会がやるかどうかわから

ないですよ。僕らの提言を全て丸飲みしてやるかど

うかも、またそれは別問題ですけれども、それって

ちょっと難しくなる。これが科学的根拠があるの

で、ここのやつのこれをやりましょうという提言ま
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でするのなら入れてもいいと思います。それを皆さ

ん全員が納得するかどうかはまた別ですけれども、

そこまでやらないと、これってちょっと微妙なニュ

アンスになってしまわないかなというふうに思いま

す。 

○永本浩子委員長 ちょっとこの学校風土、いじめ

調査の科学的根拠に基づくという部分ですけれど

も、次回の委員会までにもうちょっと私も研究して

深めていきたいと思いますので、皆さんもちょっと

いろいろな角度からちょっと検討してみていただけ

ればと思いますけれども、いかがですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

よろしいでしょうかね。 

それでは、このいじめ予防策に関してはほかにど

うでしょう。よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは次に、いじめ対応策のほうに移りたいと

思います。 

まず、行政側ということで、今回、寝屋川市が学

校とか教育委員会とは全く別に、いじめを人権侵害

であるという捉え方の下に、市長部局の中に対応の

部署をつくって対応しているということで、視察で

見てまいりました。この件に関しまして、まずは、

この行政側にその部署を設置し、対応するというと

ころをまず入れるかどうか。どうでしょうか。 私

は入れるべきと思って書きましたが、金兵委員、里

見委員、古都委員もそういった御意見を寄せていた

だいていますけれども。 

○金兵智則委員 まず、このいじめ対応策、行政側

のところですけれども、情報促進のチラシの配布の

分野については、別にこれは行政側じゃなくても、

教育委員会側でも、どちらでも本当は構わないのか

もしれないです。いずれも通報を促進するためのチ

ラシのやり方なので、それは行政側でやってくださ

いって僕らが提言するわけではなくて、こういう通

報が促進されるようなチラシの導入を検討してくだ

さいという提言にすれば、それは行政側だろうが、

教育委員会がだろうが、どちらでも構わないのだと

思うのですよね。Ｃｈｒｏｍｅにしたって、ＳＮＳ

にしたって、ＬＩＮＥの活用にしても、これを受け

持つのは行政側じゃなくても、もしかしたらいいの

かもしれないんですよね。僕自身は行政側もしくは

教育委員会に専門部署をつくったほうがいいと、行

政側につくれと、僕は提言したほうがいいというよ

りは、いじめに特化した専門部署を、教育委員会内

になるのか、それは行政側になるのかわからないで

すけれども、そういう部署があってもいいというふ

うに思うので、そういう提言をしたらどうだという

書き方なので、別に僕、正直に言えば、このいじめ

対応策、行政側と教育委員会、学校というふうに、

この資料では分かれていますけれども、中身的には

行政側につくれという提言にするかどうかは、委員

会の中で深掘りしていけばいいのかなというふうに

思いますけれども、僕自身は、まだそこまで、どっ

ちにというふうな思いまでうたっているわけではな

いというところですね。 

○古都宣裕委員 私も同じで、別に、見てきた中で

は、行政側だと、どちらかと言えば裁判等になった

ときの間に入っていくようなイメージで、人間と人

間の間に入っていくのは、どっちかと言えば教育委

員会側ではあったのですけれども、それは別に、ど

ういう形の部署が立ち上がるにしても、僕は金兵委

員と同じで、行政側につくろうが教育委員会側につ

くろうが、その解決になるような専門部署の立ち上

げは必要だろうということであって、別にくくりと

しては行政側ってなっていますけれども、専門部署

の立ち上げが必要だろうということであって、どっ

ちにつくるとかというのは、僕もそこまでは見てい

なかったというのが正直なところです。 

あと、先ほどちょろっと触れていましたけれど

も、ほぼほぼ全委員が相談窓口のチラシという部分

で見てきたので書いていますけれども、簡単に取り

組む部分で、私もチラシって書いていますけれど

も、そういったツールを増やすというのは、もうほ

ぼほぼ全員一致しているところなのかなというふう

には思います。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

○里見哲也委員 私も行政なのか、学校部局って、

そこにはちょっとこだわりはなくて、先ほどから何

回かお話している、全種的な標準の扱いをするため

には、やっぱりこういう情報はどこかに集約しない

と意味がないと思っているということなだけです

ね。どこに設置できるかというのは、担当の部署、

部局とかの見解もあると思うので、どこという指定

ではなくて、やはり情報は集約すべきだという、そ

の中から標準的な扱いというのが生まれてくるとい

うふうに考えますので、そのように提言できたらな

というふうに考えます。 

○永本浩子委員長 そのほかの皆さんはいかがです

か。 
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○古田純也委員 私も皆さんと同じように、やはり

専門部というのは、やっぱり立ち上げるほうがいろ

いろとまた違う角度からの見方もあるだろうし、対

応もできると思いますので。そういう意見です。 

○村椿敏章委員 このいじめ通報促進チラシ、これ

は、いじめがどのようなことがあったか、それをす

ぐに見える化しようというところだとは思うのです

けれども、それに対して親であり、または子供もそ

うですが、親のほうから、例えばまたは町内会と

か、地域の方々、そういう方々が目撃したとか、こ

ういうことがあるよという話を聞いたというところ

で受けていくのはかなり効果があるのかなとは思う

のですけれども、子供たちに毎月のようにね、どう

いうことがありましたか、どうですかというのを聞

いていくのは非常に酷なことなのではないのかな

と、私は今思っています。というのも、寝屋川市で

子供たちと話したとき、若干ですけれども、朝話し

て、アンケートが毎月配られているようだけれども

どうなのと聞いたら、非常にうーん、いや、これで

助かっているというような、そんな感じは全くなか

ったというか。むしろ子供たちに学校に行くのをつ

らくさせてしまうのではないのかなというか、息苦

しさを感じるようなところにつながっていくような

気がするのですよね。私はあったこと、いじめがあ

って、そしてまたそれを対応してくのは、本来学校

側のほうでやっていきたいというところ、やらなけ

ればならないというところだと思うのですけれど

も、子供たちがアンケートなりチラシによって学校

に行くのが大変だというか、つらくなるようなもの

にはしてほしくないという考えもあるので、できれ

ばこういうのはしないほうがいいのかなと、私は思

っています。 

○金兵智則委員 すごく偏った考え方をしていると

しか思えなくて。 

寝屋川で子供たちに聞いたらって、それだってた

またま通りすぎた子供、１人か２人か３人かわから

ないですけれども、つかまえて話を聞いてきただけ

ですよね。寝屋川はそれでやっていますよね。そう

いう話じゃなくて、これは別に書かなければ書かな

いでいいわけじゃないですか。子供たちだって何か

あったら書ける状況、発信できるツールをいっぱい

つくっておく必要性があるのではないですか。その

一つですよね。これを書きたくないから学校に行き

たくないなんていう子供はいないと思いますし、ど

うでしょう。なんかこんなことを議論しているのも

ちょっと恥ずかしいんですけれども、大丈夫です

か、これで。この流れで提言書を作っていくと委員

会で言っていますけれども。うちには子供が３人い

ますけれども、今日いじめのアンケートがあるから

学校行きたくないなんて言わないですよ。それが事

実ですけれども。そういう事実も、じゃあ、あると

いうことでお伝えしておけばいいですか。 

○永本浩子委員長 基本、いじめ通報促進チラシっ

てアンケートではありませんので。なので、配っ

て、全員が答えを書いて出さなければいけないとい

うことではなく、いじめに自分があったとか見たと

いう場合に、そこを切り抜いて書いたら対応してく

れるというものなので、基本的にちょっと捉え方が

違うかと思いますが、いかがですか。大丈夫です

か。 

○栗田政男委員 皆さんとほぼ同じなのですが、寝

屋川でしたよね、市長部局のほうにそういう専門

を、分野をつくったというのは。皆さんも知ってい

る通り、教育所管というのはちょっと別枠で、行政

から離して置いているという関係が、これはもうし

ようがない。私たちのシステム上、教育のほうに行

政の政治だとかそういうものが入り込まないような

配慮で、こういう形を取らせていただいている中で

進めなくちゃいけないがゆえに、あえてあのような

形で、即効性を持った今の体制、当市の体制あたり

で考えると、やはり教育長が全責任の下にやらなく

ちゃいけないというのが原則ですから、そこに市長

部局の、市長が直接入り込むっていうのは、なかな

かちょっとシステム的に難しいのかな。で、それを

クリアする意味で寝屋川はああいう形を取られたの

かなと思いますし、一つの面白い切り口だなという

ふうに皆さん感じたのではないかというふうに思い

ます。ですから、これはどちらに置こうが関係ない

んですが、要は、教育委員会というか、駆け込み

寺、困っている人たち、本当に悩んでいる家族、 

そういう人たちが相談窓口、しっかりと対応してく

れる、タイムリーに親身になって、しっかりと対応

してくれる窓口が絶対必要なのだということだと思

うのですね。本当に困った、いじめている側はほぼ

そういうことはないでしょう。そこに書き込む必要

はないでしょうし、いじめで気持ちよくなっている

のでしょうから。いじめられている側というのは、

やっぱり生死に関わる問題に発展する可能性がある

から止めなくちゃいけないというのが最大のところ

なのだと思うのですね。そういうふうに考えたとき
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に、やはり窓口としてどんなに小さなことでもいい

から相談してくださいと、すぐに動きますからとい

う体制をつくるために、もちろん予算も必要です

し、ワンマンも必要になってくると思います。だけ

れども、人の命に変えられないじゃないですか。そ

ういう意味から、やっぱり必要なものとして網走に

おいてはそういうことをちゃんと取り組むよという

ことを市民にきちんとＰＲすることが、やはり最終

的にはいじめ予防にしっかりとつながっていくので

はないかというふうに私は思うので、ぜひともそう

いう駆け込み寺的な、市民の皆さん、困っている人

たち、悩んでいる人たちがそこに行けるような部署

を設置するべきだという提案はすべきだというふう

に思います。 

○永本浩子委員長 寝屋川市の場合は、要するに市

長の熱い思いがあって、市長部局に新しいそういっ

た窓口も設置をしたということなのですけれども、

大前提としてそういったものがないと、なかなかつ

くったとしても、それをいい形で運営していくとい

うのはなかなか難しいかと思うのですけれども、本

当にいじめ問題の相談専門の相談窓口、どういった

形になるかわからないですけれども、そこが一つ決

まれば、あそこでいろいろな角度から相談ができ

る、その１つのツールとして、攻めの情報収集の、

いじめ通報促進チラシということも考えられるので

はないかなというふうには、私も思います。 

○村椿敏章委員 先ほど私が話した内容でいくと、

アンケート的なものはちょっと無理だろうという話

をしたのですけれども、それとは違うことは、今は

っきりしましたので、要は助けを求めている子供た

ちにこういうのがあるから、何かあったら出してく

ださいというものですから、これをするのはいいこ

とだと思うので、いいことにつながっていくと思う

のですが、毎月とか、そういうのはなかなか大変な

のではないのかなという気は、私はしています。基

本的には助け合いを求める子、それから親の気持ち

に立った上で、そして、要はこれをすることによっ

て、学校の雰囲気が息苦しい場になってしまうとい

うようにならないように、そこだけやっぱり考えて

いかなければ駄目なのではないかなと思います。 

以上です。 

○古都宣裕委員 多分、今話し合われているのが、

大きく２点で、チラシという言葉にとらわれずに相

談窓口を広くしましょう、 いろいろな相談できる

ところ、なんかあったときに言える場所、間口を広

くしましょうというのと、今、近年、いじめという

のは少子化にも関わらず件数が増えているという事

実がありますので、そういった部分で専門的に解決

する部署をつくりましょうって、この２つだと思う

のですよ。ほかの委員さん、村椿委員以外皆さん、

ここにみんな挙げているところで、全員が多分、そ

れはやったほうがいいという中で今話しているとこ

ろだと思うのですよね。村椿委員はチラシのところ

は今おっしゃっているのですけれども、この専門委

員についてのところがちょっと先ほどから意見で触

れられていないので、その辺はどう思っているのか

なというのが。 

○村椿敏章委員 この促進チラシの配布なり、そし

て挙がってきたものをまとめていくところは当然必

要になってくると思います。それを新たにつくらな

ければいけないというのと、それをまたすぐ対応し

ていかなければならない部署が必要になってくるわ

けですから。ただ基本的には、いじめの対応につい

ては学校側で対応していくべきものだと私は思って

います。あまり行政側のほうで関わっていくという

ことはしないほうがいいのかなと思っています。 

○栗田政男委員 それじゃ全然こんなのやっても意

味がないので、もうちょっとしっかり、何ていうの

かな、ずれずれの意見のような気がして。 

学校で取り組む、それは当たり前の話なのですけれ

ども、それでも手が回らない、いろいろな状況の中

でしっかりと全市をあげて取り組んでいこうという

ことね。市民、全市民上げてこの問題に取り組ん

で、網走からいじめをなくすんだという決意の下に

これをやっているので、今言われた委員の話は全く

それを否定するものであって。 

○村椿敏章委員 私も当然、全市を上げてやってい

かなければならない問題だとは思っていますが、一

番大事なのは、学校の先生方のね、多忙化というの

もあると思います。そして、子供たちの人数ももっ

と少人数学級にして、そういう環境を整えていくの

が一番大事なのかなと思ってはいるのです。それが

できないから、行政側で組織を立ち上げて、早く解

決していきましょうということなのでしょうけれど

も、非常に難しい部分があるのかなと、私はこの辺

は思ってはいるのです。要は、学校側を援助してい

くのが行政側だと思います。ただ、行政が新たにそ

ういう部署を構えてね、対応していくというのは、

要は、学校の自治を侵害していってしまうのではな

いのかなと思うので、ちょっと難しい。私は、その
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辺は難しいのじゃないかなと。 

○栗田政男委員 非常に閉鎖的な考え方なのかなと

いうふうに思います。もうそんな時代はとっくに終

わっています。もちろん学校というのは、知っての

通り校長先生が全自治を持って、あの中というのは

警察でも自由に出入りはできません。そういう環境

の下に。だからと言って全て丸投げをして、先生方

に全てをお任せして、いじめ問題も全部含めて学校

側の責任でやってくださいということにはならない

から、こういうことになっているのでしょう。 

今の方向性というのは。全市上げて、特に網走の

場合は比較的コンパクトな町ですから、これが大都

会であると、なかなか難しい面も、全部全員で考え

るというのは難しいのですが、僕はやっぱり３万

3,000人ぐらいの町ですから、全市上げてこの問題

に取り組んでいくという姿勢を見せたいと。それ

で、その結果、いじめをなくすのだと、ゼロにする

のだというやっぱり強い意志の下にこうやっている

わけですよ。その中で、学校に全部お任せします、

教育の、先生の問題です、どうのこうのって、今そ

の次元の話をしてもしようがないと思うのですけれ

ども。もうちょっと、基本的に違うのではない、副

委員長。 

○古都宣裕委員 多分、先ほどから何か繰り返して

いますけれども、チラシも、別に毎月じゃなくて、

相談の窓口、受けるところを広げましょうという話

で、別にチラシは毎月じゃなくても、２か月でも３

か月でも一遍にでもいいのですけれども、子育てを

した方だったらわかると思うのですけれども、子供

なんて学校の配布物なんて、鞄の奥にぐちゃぐちゃ

にして、あっという間になくなったりとか、紛失し

て、もう過ぎた提出物を親に出したりとかというの

はよくあることだと思うので、そういった部分で、

そのとき必要じゃなくても、必要になったときにあ

るような形が大事なのではないのかなというので、

多分、寝屋川市さんは毎月配っていたのだとは思う

のですよ。そしてこれアンケートじゃないというよ

うな理解はされたと思うのです。あと多分、行政側

ということでカテゴリーされているから、強い反発

感を持っているのかなというふうに感じるのですけ

れども、別に、今皆さんが話しているのは、行政側

に置くとか教育委員会側に置くとかという話じゃな

くて、いじめが起きたときに解決する今スペシャリ

ストの部署をつくったほうがいいのではないかと。

それがどっちに置くとかという問題を今話している

わけじゃなくて、スペシャリストが問題解決に測る

ところがあったほうがいいので、いいじゃないです

かという話で、つくりませんかという話を提言とし

てあげませんかという話をしているだけなのですよ

ね。 

正直、先ほどのお話の中でも、学校の先生たちが

すごく多忙だ、多忙になっている中にいじめの問題

が起きて、もっと余計多忙になっている中で、それ

はお前たちで解決しなさいというのは、それはちょ

っと今専門家的になってきている中では、なかなか

いろいろな法律も絡んでくるし、難しいから、だか

らこそ専門分野が必要じゃないですかという提言を

つくりませんかという話なのですよね。副委員長、

御理解いただけますか。 

○村椿敏章委員 学校の先生方の負担を減らすとい

うところでは、これはあったほうがいいのではない

かなと思います。 

先ほど、行政側というところで、教育委員会側で

できればそういう部署を立ち上げるということにつ

いてだと、まだいいのかなと思います。 

○里見哲也委員 内容、ちょっと同じになる部分が

あるのですけれども、まず、チラシなのか係となの

かって、これ宿題じゃないので、月末までに出しな

さいというものじゃないので。何かあったらいつで

も出せる体制になっている必要があると思いますか

ら、それが子供の負担になるってことはないという

ふうに考えます。 

それから学校の自治というところに、こだわりあ

る部分、それぞれあると思うのですけれども、 も

し、例えば台風の授業で怪我をして、何かなった

ら、最終的に市長ですから。裁判が起きたら訴える

相手は市長なので、市が関与しないということはや

っぱありえないのですよね。教育部に置くので、僕

はそっちのほうでいいと思っているのですけれど

も、だから、学校にお任せというのは、さっきお話

もありましたように、先生方をいじめが発生したら

多忙にさせるだけなので、やはりこれは先生方の負

担を軽減するのだ、そのためにもやるのだ、全市的

な取組としていじめを撲滅するのだというために、

集中部署を設置して対応するのだ、いつでも情報ち

ょうだいねという、こういうつくりが必要だと思う

のですね。 

以上です。 

○永本浩子委員長 寝屋川市の視察のときにも話が

ありましたけれども、いじめのほぼ99％は学校また
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教育委員会のほうで解決はしている。だけれども、

やはり目的としては、子供たちの人間関係の再構

築、修復というところに大きな目標もあるので、か

なり時間がかかってしまう。で、その部分をもっと

迅速に、早期発見、早期解決ができるためにという

ことで、市長部局のほうに監察課というものをつく

って、いじめ通報促進チラシを配布しながら、ま

た、ほかのアプリとか、フリーダイヤル、ＬＩＮ

Ｅ、メール、そういったツールも使いながら、いじ

めの案件が寄せられたら、即、聞き取りに行って、

打てる手を打っていくということで、寝屋川市の場

合はまあまあうまくいっている部分もあるのではな

いか、学校には言いづらい案件等も、もう一つ別の

角度で相談できるところができたということで、子

供にしても保護者にしても、よく捉えている意見も

多くなっているということだったかと思います。そ

して、私もメールとかＬＩＮＥとかのほうが相談件

数は多いのではないかと思ったのですけれども、意

外や意外、このチラシのほうが数的にも多かったと

いうことで、ちょっとそれは私も意外だったのです

けれども、いろいろなツールを用意して、せっかく

Ｃｈｒｏｍｅｂｏｏｋも全生徒にあることですし、

いろいろなツールでいじめに関しては相談できるも

のを用意していくということは大事なことなのでは

ないかなというふうに、私も考えます。 

私も、村椿副委員長が言ったように、教育委員

会、学校側が、市長部局がこういった窓口をつくる

ということに対して、かなり教育のスペシャリスト

として抵抗があるのではないかというのがすごくあ

ったのですけれども、最初視察に行ったときに、私

も質問させていただきましたけれども、ちょうどそ

の議長さんが、実は自分が小学校の教師だったとい

うことで、最初はやっぱりちょっと非常にプライド

が傷つくというか反発があったけれども、だけれど

もやっぱり相談する側の立場に立ったときに、学校

だけじゃなく別のルートでも相談できるところがあ

るということを考えたときに、子供たち、保護者の

側に立ったら少しでもプラスになるほうを取るべき

じゃないかということで、賛成をし、まやってき

て、５年間やってきて今は良かったと思っていると

いうお答えを頂いたので、そういったところは網走

でもいろいろな意見は多分あるかと思いますけれど

も、行政側になるのか、学校側にとか教育委員会側

になるのか、そういったところは、今回の提言とし

てはこちらが決めることではなく、やはりいじめの

相談窓口のスペシャリストというか、専門の窓口と

いうものを一つつくるということが一歩前進、網走

のこのいじめ問題解決に対しては前身になるのでは

ないかということで提言ができればということでは

ないかと思いますけれども、どうでしょうか、皆さ

ん。 

○金兵智則委員 専門の窓口と専門の部署って、多

分どうなのでしょう。僕はちょっと考え方が違って

いて、専門の窓口、窓口をつくるなら教育委員会に

つくってしまえば、のほうが話が早くなるのですけ

れども、それってじゃあ今の教育委員会がやってい

るのって変わらないのではないのって僕は思うので

すよ。いじめ問題に特化をした、それをやる係なの

かわからないですけれども、そういう部署、それを

教育委員会内の何とか係にするのか、市長部局のそ

の監察課、寝屋川市の監察課みたいに違う顔として

立ち上げるのかは、その辺はお任せをしますけれど

も、専門部署をつくって相談窓口として対応してく

ださいという思いのはずなので、僕はそういう思い

で書いているのですよ。だから、専門の窓口と専門

の部署ってちょっと認識が違っていて、専門の部署

をきちっとつくった上でそこが専門の窓口になるな

らわかるのですけれども、専門の窓口というふわっ

としたつくり方をするのではなくて、部署としてち

ゃんとつくってくださいというのを提言するべきだ

と僕は思います。違いますかね。 

○古田純也委員 今、私も金兵委員と同じで、やっ

ぱり迅速な対応をすべき、動きの早い部署があれば

すぐに解決に向けての一歩が、初動ができると思い

ますので、窓口よりやっぱり部署という感じで表現

したほうがいいと思います。 

○永本浩子委員長 ほかにどうでしょう。 

今、金兵委員が言ってくださったような形で、専

門部署ということで、窓口ではありますけれども、

きちんとした形の部署をつくっていただきたいとい

うことでよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、次のかなりだぶるところもあるかと思

いますけれども、学校、教育委員会側のいじめ対応

策ということで、マモレポの、これは先ほどの相談

ツールの中に含まれるかなと思いますので、よろし

いでしょうかね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

次に２ページのほうの、校長経験者等によるいじ

め対応支援員の配置ということで、私は出させても
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らいましたけれども、金兵委員、古田委員、古都委

員のほうからも、そういう支援員的な配置を行うと

いうことで御意見を頂いていますけれども、この辺

のところを。 

○古都宣裕委員 ごめんなさい。僕、書いた意見の

中で、今回これにちょっと抜けちゃっているのです

けれども、資料の１号の中では一番取り組むべきだ

なと思ったのが、いじめを学校側が把握したとき

に、ちゃんとレベル分けしてそのチャートが作られ

ていて、わかりやすいようにいじめの情報共有がで

きるような仕組みができていたと思うのですよね。

向こうだとレベルが５段階に分かれていて、その中

で事例が19項目だったかに分かれていて、それで学

校側がこのレベルを判断した上で、教育委員会にそ

の情報を持っていって、教育委員会でも精査した上

で、さらにいじめ対策協議会とかに上がるような仕

組みであったと思うのですよ。あれ見たときに、僕

はとてもすごくいいなと思って、誰かが勝手に、こ

れはレベル１だね、３だねとかという判断じゃなく

て、ある程度見やすい、表としてチャートがあった

上で、ある程度統一した中には、事例によっては１

なのか２なのか微妙な位置があるという話もありま

したけれども、そういったある程度確立したシステ

ムがあって情報共有しやすい形だと、学校側もちゃ

んと情報を上げやすい形になっていくと思うのです

よね。そういった形の構築が大事だと思いまして、

さらにそれがあることによって、支援員とかそうい

う方、スクールルウェア含めていろいろだと思うの

ですけれども、スクールソーシャルワーカーですと

か、そういった部分を生かすためにそういったチャ

ート分けが私は必要だと思って書いていたのですけ

れども、なんか皆さんはそこはどうなのかなと思い

ました。 

○永本浩子委員長 一応、私のところにも、問題行

動のチャートを活用したレベル分け、進捗状況可視

化ということで書かせていただきましたけれども、

多分、このチャート分けしているのは大阪府だった

かと思います。大阪府として問題行動のチャートと

いうのを作ってあって、それを基本にして、１日だ

ったかと思いますけれどもレベルを５から３になっ

たので、少しいじめが落ち着いているとか、そうい

ったところを対応していたのではないかと思うので

すけれども、こういったものがあれば様々な取組事

例も明確になってくるのかなとは私も思いましたの

で出してみました。 

皆さんどうでしょうか。 

いじめ対応支援とか、今、チャートということの

御意見も出ました。スクールソーシャルワーカー、

カウンセラー等々もいろいろ御意見があるかと思い

ますけれども。 

○金兵智則委員 今、チャットの話もそうですし、

必要な場面で必要な人員を確保するように、提言す

るのも、もちろんごもっともだというふうに思いま

すので、いろいろとこれは入れて、これは入れない

とかという話には多分ならないと思うので、必要な

人員の確保のための予算の確保になるのか、人の確

保とかというような、どのような中身になるかはわ

からないですけれども、そのような提言は絶対に必

要なのだというふうに思います。 

○永本浩子委員長 そうですね。 

○里見哲也委員 最初から全部、フルスペックで用

意してというのがなかなか難しいと思いますし、新

しいやり方の部分と今までと変わらない部分がある

とは思うのですけれども、まず、新しいやり方の部

分はやってみて、スタートして、その必要性に応じ

てやっぱり増やさなければいけないよねというよう

なところに答えが落ち着く部分が出てくるのかなと

思う中では、こういったスクールワークロイヤー、

ああいうものはいずれ必要になるだろうという予想

の前提で、まずこのアンケート、アンケートじゃな

いや、チラシの集約というところからスタートした

らいいのかなと思いますし、基準を標準化するため

にはやはりチャートのようなものは必要だろうと思

うので、実際に成功していると、この事例を入れて

まずスタートすると。そして、おそらく校長経験者

だとかスクールワーカーとかロイヤーとかという、

こういうものの必要性を進めながら考えるというこ

とがいいのかなと私は思います。 

○永本浩子委員長 皆さん、いかがでしょうか。 

○村椿敏章委員 私もここでは、教員の多忙化の解

消という部分で、また、いじめ問題の研修など、カ

ウンセラーの増員というところも入れていますので

人的な配置は必要だと思います。 

○古都宣裕委員 あと専門的な人員の配置の部分で

言うと、大きく見ると２つなのかなと。各学校に相

談できるような、そのいじめに関わる人とスクール

カウンセラーですとか、ソーシャルワーカーですと

か、スクールロイヤーとか外部的な専門的な相談の

部分の２つなのかなというふうに分けられていると

ころを見ると思いました。 
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そして、専門的な人の設置、確保というのは、先

ほども視察先でも見てきた、学校退職者だったりと

か、その地域の友人だったりだとか、そういった部

分である程度できるのかなという部分で、その部分

の加配ですとか、給与面ですとか、いろいろそうい

った部分もある程度考えなくてはならない部分では

あると思うのですけれども、やって不可能なことで

はないのかなと。あとは専門分野のほうでソーシャ

ルワーカーとか、これから下段で入っていくんでし

ょうけれども、ソーシャルワーカーというのは、１

都市で囲むのは大阪府といった大きいところでも不

可能であって、なかなかその複合的な資格を持って

という人を見つけること自体がかなり難しいという

ことで、これは私たちが提言する中でも、網走市だ

けでやっていくのは多分不可能なので、広域的に取

り組んでもらうようなお願いをしなければいけない

部分だと思います。また学校のいじめに関してのス

ペシャリストで、スクールロイヤーとしてやると、

現時点でなかなか法律のところまで突っ込んでこう

相談したいというのが、じゃあ具体的に年間でどれ

ぐらいの件数になるかというので業務負担量とかも

変わってくるとは思うのですけれども、それが１

人、２人の弁護士で回せるのか、それとも広域でこ

ういうのもやって取り組んだほうがいいのかという

のもあるので、その辺もある程度調査も必要なのか

なとか、その辺も任せた上で、どういった形でもい

いからこうやってもらうのかという提言の中にもや

るのですけれども、その提言、もう設置の専門分野

のほうと、学校に配置する相談員のほうを、２本立

てって別の中で取り組んでほしいなと私は思いま

す。 

○永本浩子委員長 そうですね、寝屋川市と吹田

市、視察に行った後にちょっと私も教育委員会と意

見交換させてもらったときがあるのですけれども、

やっぱり思いはあるけれどもなかなか人がいないと

いうのが現状で、古都委員が今、広域でということ

を言っていただいて、私もこういう考え方すごく大

事かなと思っております。 

また、校長経験者とか、そういった方たちを活用

してというか、またちょっと活躍していただけるよ

うな形でいじめに対応していただける、そういった

方たちをつくっていくということだったら、またや

っていける部分もあるかと思うので、広域とかそう

いったところも含めながら、いじめ対応の人的なも

のの層を厚くしていくというか、そういった部分、

大事になってくるのではないかなと思っておりま

す。どうでしょうか。こういったところ、提言の中

にも表現の仕方等も考えながら、ぜひ入れていきた

いかと思いますけれども、よろしいでしょうかね。

あとは学校、教育委員会側のほうで、皆さん、こう

いったこともって何かありますでしょうか。 

○村椿敏章委員 ３ページ目のところの、学校、教

育委員会側というところで、私が挙げさせてもらっ

たのが、先ほど話もしましたけれども、学校、これ

は５つほど挙げさせてもらっていますが、学校側に

求めていきたいなと思っているものです。１つ目は

とにかくいじめへの対応はすぐにやっていくという

こと、それから次に、ささいなことでも様子見せず

に対応するためには、やはり、教職員や保護者の情

報共有がどうしても必要だと思います。さらに３つ

目は、やはり子供たちの、何ていうんですかね、子

供たちの自主的活動の比重を高めというのは、文化

祭、それから学校祭ですか、運動会、体育祭など、

こういうところの授業時間が、だんだん非常に短く

なっているというのがあって、勉強ができない子だ

って、体育祭だとか、そういうところでは活躍する

部分もたくさんあると思うのですよね。今の学校の

やり方というか、学校の在り方の部分で成績主義み

たいな部分のところがどうしてもあると思うので

す。なので、そういうところに比重を置かずに、比

重というか、それ以外の子供たち、それ以外に活躍

できる子供たちの能力を発揮できるような場をつく

ってほしいという意味で入れさせてもらいました。

それと、次は被害者の安全を確保し、加害者にいじ

めをやめるまでしっかり対応するというところは、

今、加害者に対して、学校側のほうでは、要は、こ

ういういじめがあったよねと、その話し合いをお互

いするようなのですが、そこで握手をして終わりだ

よというような形で終わらせるのではなく、それで

は一旦終わるのですけれども、その後もしっかりと

続けていくということを挙げさせてもらいました。

それと、最後は、今回の被害者家族が、真相がわか

らない状況というのがある状況ですから、知る権利

を尊重して、学校はしっかりとこの情報 出してほ

しいというところを含めて書かせてもらいました。 

以上です。 

○永本浩子委員長 今の村椿委員の御意見に対し

て、皆さん、何かございますか。 

○金兵智則委員 例えば、被害者の安全を確保し、

加害者がいじめをやめるまで、しっかり対応すると
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いうのも、おっしゃる通りだというふうに思いま

す。それをするために、じゃあどうするかというこ

とを、提言していくべきかなというふうにも思うの

ですけれども、僕もちょっと書かせてもらっていま

すけれども、いじめを行った側に対して、すぐいじ

めをしたほうを引き離す、別室登校させるとか、学

校に来られなくする、出席停止するかどうかは校長

の判断になりますけれども、そういういじめている

のがおかしいんだよという風習をもっと考え方は網

走市としては持っていけるような、なんかそのため

にその専門部署を立ち上げるだとか、そのカウンセ

ラーを 補充するとか、いろいろな情報発信をする

とかということを提言していったほうがいいと思う

ので、おっしゃっていることはわかります、その考

え方。ただこれをどう提言書に、何をどう提言する

のか。あと、自主的活動の比重を高めるというの

は、学校に要望は、それはまた別じゃないですか

ね。それをするといじめがなくなるのですかと。

今、いじめに対する提言なので、例えば自主的活動

を高めてってそういうこと。その村椿さんの考えて

いるような、村椿委員が考えているようなことをし

たときに、じゃあそれが、いじめがなくなっていく

ことにつながっていくのかというと、僕にはちょっ

とそこが結びついていかないので、それはまた別の

機会なのではないかなというふうに、今回のこの中

ではないような気がします。 

○村椿敏章委員 提言の、すみません。大事なこと

だと思ったので挙げさせてもらったのですけれど

も、その提言の中に入れるのはなかなか難しいとい

うところなのですかね。１つでも、できれば特に一

番上の対応を絶対に後回しにしないというところは

ぜひ挙げていってもらいたいなと思います。 

○金兵智則委員 その思いがあるのは重々伝わるの

で。だから、例えばこれをどのように要望するの

か。例えば提言をするときにこういうふうに提言し

たらどうですかという例を示していただければ、僕

らも伝わるのかもしれないです。今、これを入れて

ください、その命優先の原則の確立が今されていな

いという意味なのか、されているけれども、もっと

よりするためにこうしてほしいとかということがあ

るのか。多分より個別具体的な提言をしていきまし

ょうよ、せっかく視察してきたのでというのがこの

提言のスタートだったと思うのですよね。その思い

だとか感情論ではなくて、より具体的にこういうふ

うにやってってほしいということを提言しようって

言っていたので、この思いを、どういうふうに相手

に提言をしていくかというのが、どうにもこうにも

伝わらない、僕らには、僕らにはというか、ほかの

委員に失礼ですね、僕には伝わらないので、これを

どう提言にまとめるのだろうという疑問しか今浮か

んでないという状況です。 

○永本浩子委員長 今回、政策提言ということで提

出させていただきたいということがスタートだった

かと思いますので、教職員の研修をということで、

今回、提言を、皆さん、先ほどからやっていこうと

いう話になりまして、その教職員の研修の中に村椿

委員が思っているようなことというのは、多分きち

んと入ってくるのではないのかなというのは、思う

ところではありますので、そういったところ、思い

はよくわかりますので、教職員の研修をきちんと積

み重ねていただく中で、迅速な対応とか、後回しに

しないとか、きちんと説明していくとかということ

も入っていくのかなとは思いますが、いかがですか

ね。 

○村椿敏章委員 今、委員長が言ってくださったよ

うな、研修の中でね、この部分については、当然出

される部分だとは思いますので、今回の政策提言の

中では、先ほど研修をやろうという部分はあったの

で、それに委ねることにします。 

○永本浩子委員長 そしてまた、あと、どうですか

ね、里見委員のいじめ情報受信後、校長会等の全学

校枠の中での対応というのがありますけれども、こ

の点、ちょっと御意見をお願いいたします。 

○里見哲也委員 取りまとめの部局がどこかという

ところともちょっと関係あるのですけれども、それ

とは別に学校間の、さっきもちょっとお話した、あ

っちの学校ではいいって言ったけれども、こっちの

学校じゃ駄目って言って、こういうものも問題だと

思うのですね。なので、電子的に標準の取扱いとい

うことをやるためには、その集約化ということが１

つと、それの情報のフィードバック的な部分で言う

と、例えば、この校長会で全部対応してくれるとい

うのであれば、それも１つかもしれないということ

の要素はあります。学校部局に入っちゃいけないと

いうことであれば、部局というか、学校に入っちゃ

いけないのであれば、学校で全部やってくださいね

って言っても、校長会ですよねってことになってく

ると思うのです。ということではなくて、部局に、

局というか専門部署を立ち上げるべきだと私は思っ

ていますから。それで、その情報がフィードバック
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として校長会に行ってもいいのではないのかなとい

う。それは各学校の横のつながりの中で、学校名が

出るかどうかというのはあるかもしんないですけれ

ども、こういう事例があるから皆さん気をつけまし

ょうねだとか、こういうふうに解決しましたという

ようなフィードバックの形を設けたらいいのではな

いのかな。当然そうなるのかもしれないですけれど

も、一応そこに入れさせていただきました。 

○永本浩子委員長 今も校長会は持たれているので

はないかなとは思いますけれども、皆さん、いかが

でしょうか。 

○古都宣裕委員 校長会とかもそうなのですけれど

も、よく金兵委員とかも学校の校則の部分で、いま

だに変な校則がまだまだ残っているので、そういっ

た部分は校長会のほうでちゃんと統一を図ってほし

いなと正直思いますけれども。今回、いじめのほう

なので、いじめで特化すると、先ほどは１回チャー

トの話をしましたけれども、チャートのやつをしっ

かりと活用した上で、それでフィードバックができ

ればいいかなと思っていまして。この中だと金兵委

員と僕が書いているのですけれども、いじめ検討会

議とかそういった部分をしっかりと月々でまとめた

分でこういったことがありましたよというので、専

門部署のいじめのところがありますけれども、そう

いった部分の活動をしっかりと回せるような形にし

た上で、フィードバックがあればいいのかなと思い

ます。 

○永本浩子委員長 今回の提言の中にも明記したほ

うがいいということになりますかね。 

○古都宣裕委員 それは検討委員会で、僕はもんで

ほしいと思うのですけれども、そこからさらに校長

会までフィードバックすることというのを提言に入

れるかどうかという委員長の問いなのでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

であれば、生かした情報を、普通であれば生かす

と思うので、そこまでこちらから提言しなくても普

通は生かすのかなとは思います。 

○永本浩子委員長 ということでよろしいでしょう

かね。 

○栗田政男委員 資料２ページになるのかな、２ペ

ージ、３ページで、僕、ちょっと書き方が悪かった

のだけれども、教育長の任命者は誰って注釈つけて

いただいて、そもそも議決しているものを知らない

なんてことはありえないって丁寧に書いてもらって

いますが、そんなのは当たり前の話で、わざと皮肉

って言っただけなので、これは無視してください。 

この内容についてはね、意味合いとしては、教育

長を任命しているのは市長なのだから、市長は真剣

に考えるべきだという意味でやっているので、ここ

まで注釈を入れられるとは思わなかったので無視し

てください。 

その中で、やはり市民をあげてって何度も言って

いますけれども、やっぱり市民にこういうことを取

り組んでいるのだよということを啓蒙することはす

ごく大事だし、そのためには、じゃあ今の網走って

どうなっているのという情報を、できる範囲で開示

してあげないと、やはりそれは真剣にというか、そ

れに対して意識づけにはならないのかなという気が

します。そういうことも必要なのかなというのと、

いじめ問題、いろいろ議論を聞いていますと、 本

来学校の中身のことに関して行政区が云々というの

は、なかなか難しいのですね。これ、本当に、大体

先生の任命者というか、雇用主っていうのは道で持

っていますから。雇用権というか、あれですよ、人

事権を持っているので、我々がそれに対してどうの

こうのというのは一切できないという、二元という

か、ちょっとねじれた環境が現実にあるのは、昔か

ら皆さん問題があるねということはわかっていたの

で。 

もう１点ね、学校にじゃあ任せましょうって、村

椿副委員長が言っているのだけれども、じゃあ、学

校の先生にそこまで求めるのかというのも非常に難

しい問題であろうかと思います。特に、小学校、中

学校の義務教育課程の先生方っていうのは比較的若

い先生が多いので、その先生方が深く心の問題まで

取り組んでしてくっていうのはなかなかこれは難し

いのかなという、僕は人生経験上そういうふうに思

うので、やはりフォロー、そういう部分のフォロー

だとか心の問題というのは、やはり我々、市民側と

いうか仕入側でしっかり取り組んでいくのが必要な

のか、全体を通してそういうふうに感じるので、 

学校の先生にあまりに押しつけてしまうと、子供の

環境って今すごい難しいじゃないですか。ある程度

しっかり体罰を与えて指導していくなんて今できな

い時代ですよね。怒ったりすることも、多分学校現

場はできないのではないかな。僕たちは殴られた

り、ピントも貼られましたし、蹴りも入れられまし

たけれども、そういう時代とは全然今は違うので、 

学校の先生も非常にその辺は悩みながら取り組んで

いる。非常に先生方はむしろ心のケアが必要なのか
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なと僕は思うぐらいなので、やはりみんなで取りく

むのが必要なので、あまり学校云々というのを前面

に出す必要はないのかなという気がしていました。 

以上です。 

○永本浩子委員長 あといかがですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、次の子供たちをいじめから守るための

条例の制定ということで、この条例に関しては、皆

さんどうでしょうか。古都委員も条例ということ

で、御意見を出していただいていますが。 

○古都宣裕委員 条例までつくるというのは、取り

組むぞという姿勢をしっかりと打ち出すべきだとい

う意味で、僕はつくってもいいのではないかなとは

思っております。 

○古都宣裕委員 いじめ被害者及び保護者に対する

金銭的な補助制度とか、条例と併せてこういった部

分も取り組んでいく必要はある意味あるのかなと。

条例があるからじゃあ起きないかって言ったら、決

してそんなことはなくて、起きるから、それをなく

すために決意をするための条例があるのかなと私は

理解しているので、そういった部分で、しっかりと

取り組むという姿勢を出す、打ち出すためにも条例

を出すというのは、１つ効果があるのではないかな

と思っております。 

以上です。 

○金兵智則委員 私も、市民の意識を高める、栗田

委員のほうからも出ていますけれども、そういった

意味もあり、条例の制定ってことも考えられるのか

なというふうには思ったのですけれども、これはあ

くまでもあれですよね、議会側として条例制定を目

指すというわけではなくて、それ、条例制定を考え

てくださいと提言するという意味ですよね。条例制

定を目指すという形なのか、検討するになるのか、

研究するになるのかわからないですけれども、文言

は別として、形として、やっぱりいじめ問題をしっ

かりやってこうというふうに考えたときに、条例制

定というところまで考えが及ぶのが普通だというふ

うに思いますので、目指すということを提言書に入

れても、それはそれで問題ないのではないでしょう

か。 

○永本浩子委員長 栗田委員のほうで、市民みんな

でいじめ根絶に取り組むためのフォーラムの開催と

いうのが出ていますけれども、この件に関してちょ

っと御意見を。 

○栗田政男委員 これも説明というか、市民全体で

考えるために、そういう勉強会的な、誰か講師を入

れたりして、そういうものをやりますよというのを

意識づけするための、市民に対してのＰＲという

か、こういうことで取組、網走市は取り組みますよ

という宣言ではないですけれども、そういうことが

必要なのかなと思いますし、市民の皆さんで、例え

ば市民意識っていうのは、僕みたいに子育てが終わ

っちゃうと、正直言って、子育て環境というのはあ

んまり詳しくなくなっちゃうんですね、環境から離

れちゃうので、孫の時代になっちゃうので、そうい

うふうになっちゃうと、やはりその辺で意識が薄れ

てくんで、これは人間の差というものなので、そう

いう部分で私たちも再認識する意味で、やはり網走

の子供たちをしっかり育てていくという意味から

は、我々世代もしっかりとそれに取り組んでいく、

オール網走でやるようなイメージじゃないかと思い

ます。だから、これにこだわっているわけではない

し、何かをやれと、講演会をやれというわけじゃな

くて、そういうことも１つの手法であるのかなとい

うだけです。 

○永本浩子委員長 市民意識を高めるための様々な

取組をやっていただきたいということですね。いい

と思います。 

○村椿敏章委員 私、ここで、いじめ対策全体とい

うところで挙げさせてもらななっていますが、要

は、いじめ対策法が厳罰主義になってししまうと、

結局、逆光につながるということを言いたかったの

で、先ほども言ったように、こうなってしまうと、

子供たちが息苦しさを感じてどんどん、確信してし

まって、その中でもいじめが広がっていくというこ

とが心配されることから、このことを挙げさせても

らいました。 

あと、その下についても、数字目標を上げること

によって、これもやっぱりいじめ確信につながって

いく、やっぱりいじめがあっては駄目なのですけれ

ども、１つ１つを解決していく、そして、その目標

をどうするかというのはないのが当然ですが、目標

は立てる必要はないのだろうと考えました。 

あわせて、今の学校現場のほうでは、バラバラに

されているというか、教職員がね、バラバラにされ

ているというか、ここで言っている、教職員の評価

などが、やはり教員の連帯をなくしてしまうことに

つながっていくと考えたものですから、こういうふ

うに載せさせてもらいました。ぜひ、これもまた、

先ほどの政策提言というところから言ったら全般的
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な部分なので難しいかなとは思いましたけれども、

あえて入れさせてもらったということです。 

○永本浩子委員長 ただいまの村椿委員の御意見に

対して、何か。 

○金兵智則委員 あえてということでしたので、そ

こまでこれを入れるか入れないかとかという話では

ない。数値化をしないとかという、しない対応をす

るとかということなら入れられるのかなというふう

に思いましたけれども、いじめ対策法の運用につい

てですとか、教職員、学校単位ではなくて、さっき

栗田委員とか、別に今おっしゃっていましたけれど

も、オール網走で、網走市としていじめ対策につい

てどうしていくかという観点で今回議論しているは

ずなので、また何か別の機会になるのか、逆に言う

と、ここまでの議論を、委員会での議論を踏まえて

正副委員長のほうで、例えば、提言書案みたいなの

を作って出して、次の委員会の資料としてもらった

ときに、正副委員長で話し合われたときに村椿議員

の思いが入れるところがあるのかないのか、ちょっ

と話してみて、まとめて見ていただいたらどうか

な、なんて僕は思うのですけれども、いかがですか

ね。 

○村椿敏章委員 そうですね、私の思いという部分

で入れさせてもらった部分が多かったものですか

ら、御迷惑もかけていますけれども、１つ１つ、こ

の後に提言を上げていく中で、そういう部分も入れ

込められればなと思いますので、あえて、今ここで

どうこうというのは、これ以上は言いません。 

○栗田政男委員 村椿委員、ちょっと誤解なさって

いるのではないかと思うのであえて確認しますけれ

ども、学校の先生の職場環境については、我々はも

のを申すことはできません。そこをしっかりと、先

生がやってくれて、協力をお願いすることは、この

いじめ問題に対しては多々あろうかと思いますが、

教育プログラムを全部含めて、それは学校側の話な

ので、我々行政側からこれについてこうしなさい、

ああしなさい、いじめの事業を入れなさいなんてい

うことは絶対にできませんから、その辺の線引きを

しっかり考えてこれを進めていかないと、なんかご

っちゃになっているような気がしてどうしようもな

いんですね。先生方の環境がどうのこうのばっかり

言っているのだけれども、そういう問題ではないで

すね、今我々がやろうとしていることは。その線引

きをちゃんと確認していただきたいと。 

○村椿敏章委員 ただ、今の提言を私たちのほうか

ら学校側にね、見つけることはできないと、学校側

にこうしろ、ああしろということを言っちゃいけな

いということなのですか。ただ、やっぱりいじめを

なくしていくためには、こういう部分も必要なので

はないのかなと思うのですけれども。 

○栗田政男委員 ちょっと混乱させてごめんね。も

ちろん問題があれば、しかるべききちんとしたルー

トを使って、それを提言、問題を提起しなくちゃい

けないでしょうし、場合によってはそういうことも

必要でしょうけれども、基本的には、その部分はそ

ちら側の道の管轄で、教育局のほうでやっている話

なので、それに関してどうのこうの、直接的にこう

しなさいということはできませんよということと、

いじめの問題については先生方も精一杯やってらっ

しゃるので、その上で足りない部分を我々がフォロ

ーして、いじめは学校だけで行われていることじゃ

なくて、むしろ目に見えない放課後だとか、プライ

ベートのときに行われているケースが多いですし、

いじめの問題がなかなか表に出てこないというの

は、被害者側も加害者側も表に出したくないという

意識があった。すごく多いのですよ。それが今問題

になっているので、できる範囲で。ただ、個人情報

は絶対に守らなくちゃいけない、こういう前提のも

とにやらなくちゃいけないので、その辺は本当に慎

重かつデリケートな問題なのですが、命に関わる問

題なので、しっかり取り組んでいきたいなと。御理

解いただけますか。 

○村椿敏章委員 おっしゃる通りだと思っていま

す。ただ、やはりこういう提言も必要なのだろうな

と私は思ったものですから、挙げさせてもらったと

いうことです。 

○永本浩子委員長 それでは、ちょっとここで暫時

休憩いたします。 

             午前11時32分休憩 

             午前11時38分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

皆さん、長時間にわたって、様々な御意見を頂き

まして、ありがとうございました。 

今日頂いた皆さんからの御意見をまとめまして、

一つは科学的根拠に基づく学校風土、いじめ調査の

やり方をきちんともう１回勉強し直すという課題は

残りましたけれども、その課題もクリアしながら次

回までに提言の叩き台的なものを作って、今日の内

容を反映したものを作っていきたいと思いますの

で、次回また委員会の中でもんでいきたいと思いま
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すので、よろしくお願いいたします。 

 

○永本浩子委員長 そして、一つ、行政視察のこと

なのですけれども、昨年10月に行政視察を行いまし

たけれども、令和６年度は５月に行政視察が行われ

るというか、まずは行政視察をやるかどうかなので

すけれども、やる方向でよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

先ほど、この委員会が始まる前に、今回５月15日

に網走市と友好都市になっております、天童市から

網走市に視察がいらっしゃるということで、ちょっ

とこの週は受け入れがありますので、ちょっと難し

いかなということで、総務経済委員会の委員長、副

委員長と私たちで相談をしまして、５月20日の週に

総務経済、27日の週に文教民生の視察ということ

で、打ち合わせをさせていただいたのですけれど

も、よろしいでしょうか。  

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、日程的にはその週で、そして視察先なので

すけれども、去年、皆さんからたくさん視察先の候

補を出していただきまして、まずは去年出していた

だいた候補を基本にして視察先を組んでみたいと思

いますので、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

もし、去年出したもの以外にもこういったところ

をぜひという御意見がありましたら１月中に御意見

いただければと思いますが、今もうすでにあります

かね。 

○古都宣裕委員 先ほどの日程の際に27日の週って

あったのですけれども、６月議会の直前なので、 

きっと一般質問の締め切りとかそういった部分が入

ってきて、結構バタバタしちゃうのではないかなと

いう懸念があるのですけれども。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

             午前11時40分休憩 

             午前11時42分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

休憩中に確認いたしましたところ、６月議会には

影響がないであろうということで、確認させていた

だきましたので、先ほどの日程ということで進めさ

せていただいてよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは、本日の委員会、以上で終わらせていた

だきます。 

お疲れ様でございました。 

             午後11時43分閉会 


